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①測定ピークの積分強度

を求める。 

 

※Shirley[1]や Tougaard[2]など適切なバックグラウンド処理を行うこと。 

※対象ピークの測定条件(パスエネルギー、エネルギーステップ)が揃って

いるか注意すること。 

※測定ピークのスキャン回数を揃える、もしくは cpsにすること。 

 

②相対感度係数による規

格化 

 

①で求めた測定ピーク(元素軌道)の積分強度(Ix)に対応する相対感度係数

(Sx)を Table1[3]から読み取る。測定ピークの積分強度を対応した相対感度

係数で除すること。 

Ix/Sx 

対象となる全ての元素軌道において相対感度係数による規格化を実施す

る。 

※Table 1 は X 線の励起エネルギーが 7.94 keV の時。それ以外のエネル

ギーの時は文献[3]を参照すること。文献[3]に対応するものが無い場合、

かなり簡易的ではあるが文献[4,5]などのイオン化断面積を使用することで

も対応が可能。 
 

 

③組成(atomic %)の算出 

 

組成を求めたい元素軌道の②で規格化した Ix/Sx を対象となる全ての規格

化された元素軌道を合算したもの( )により除する。 

 

 
 

Example 構成元素 Si, O における Siの組成 

Si 1sの積分強度 320000 

O 1s の積分強度 56000  

Table 1 から Si 1s とO 1sの相対感度係数を読み取る 

Si 1s 11.3 

O 1s 1.0 

Si 1s の組成は  

 
 

｛(320000/11.3)/(320000/11.3+56000/1)×100=33.6 atomic %｝ 



Table 1 相対感度係数(h= 7.94 keV) 
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